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名古屋大学豊田講堂

所在地:名古盤市千穂区不老釘

工 年 :1960年(昭和� 35年)

改修年:2008年{平成20

用 途:講堂

建物所高-者:凶立大学法人名古際大学

改穆設計者:~総畿総合計附事務所‘

改修施工者:株哨中工務!吉

ダイダン鱗、議賀工業総

高齢、熱学工業株)

名言盛大学豊田講堂は、� 1960年に竣工して以来、我が簡の霊安ーなモダニズム建築の→� つどして高く評価ーさa

れている。完成して半世紀近くが経ち、外控劣化などの建物議朽化が進み、建替えも視野に入れた検討が行

われた。キ:いなことに豊田講堂は、大学のシンボルとしてキャンパス整備の中核施設に生霊付けられており、

耐授診断の紡糸が主体機蓬の補強の必要性はないということであったため、保存改修という結論となっ

講堂の保存再生と機詮強化・拡充の二つが改修目標に壁かれた。

一つ闘の保存;再生では、外罷デザインの印象合議ねないでコンクリ}ト化粧打放し躯体を謹元することが

課題だ¥った。そのためにピロティ独立柱のプロポーション会守りながら再生する工法が開発された。この原

液保存の工法は、杉板本実型特にメッシス舗を配して高流動イヒコンクリートを打設悔する薄肉打ち増し工法で、

具体的にはこ3ンクリ…ト表面を� 30ミリ削り、その仁に新しくコンクリートを� 55ミリ打ち増している。またこ

の打ち増しこり去を採用しないコンクリート打放し部の補修では、開発された杉木目転写技術によって杉桜木

実型枠コンクリ…トの賛惑を複元しているc

さらに金寝室本を新たに設撃し、コンクリート打放し外轡に汚れ防止.思表耐保護塗装を絡すなど、細部に

わたって長寿命イむを意識した保全改修を実施している。そして今後の50年を見据えた中長期保全計磁を策定

し、これから計画的に保全工事を実行していくことになっている。

今闘の保存再生工事会通して、コンクリ…ト打放しのモダニズム建築の保存再生に寄与する汎用性に俊れ

た技術が開発されたことは、高く評価できる。

一つ践の機能強化・拡充では、ホールの性能向上に加えて講堂利用拡大と環境配車対応、を目指す改修が課

題だった。具体的には講堂のピロティ笠間をホワイょにに変突し、さらに講堂の背岡山建つ建物(シンポジオン)

の聞にアト� 1)ウム合設けて言葉殺とシンボジオンの本的利則を実現している� またホール舞台廻りの改修、Q

ゆとりある客席配鷺への改修、議:堂屋根の外断熱イむなども実施している。

設備関係の改修については、熱滋機械釜会アトリウムの地下に移設し振動拐、や属議長源を排除することに

よりホールの静資性を飛躍的に高め、かっ電気吾響設備の改修で、騒広い府議に活用できるホールに生まれ

変わっている。 また不要となった蓄熱槽の空洞を空調� lレ…トとして有効利用することで、� *-Jレの空調を

席床下からの債投域空調方式に変更し訣適性向上を達成している o *…Jレ天井照明設備においてもオリジナ

ルデザインの爵接照明以外に高効率放電灯を増設して平均強度アップしながら省エネも湿っている� また*-O

lレ2客席にはLAN端子も設けるなど、情報対応にも工夫がされている。

今i司の整備事業では、建物を使い続けるという大学側の明確な滋思とそれに応える技術開発絡の地道な

ており、改修を行って建築の長寿命化を実現す

して評価できる。� 
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